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   From December 1989 to September 1992, nine patients with impotence were instructed to per-
form intracavernous self-injection of vasoactive drugs. At first 40 mg of papaverine hydrochloride 
was used in all patients and the response on erection was evaluated. If the response did not show 
sufficiently functional erection, a mixture of 40 mg of papaverine hydrochloride and 1 mg of 
phentolamine mesylate or  20  mg of prostaglandin  El was reinjected. Eight patients had achieved 
full erections and vaginal penetrations without noteworthy complications during the follow-up 
period. Out of eight patients, three patients were able to ejaculate and one patient showed recov-
ery of erection. No  maior side effects were seen. In conclusion, intracavernous self-injection is 
a useful modality for impotence. 
                                                   (Acta Urol. Jpn.  40: 37-41, 1994) 











性 非細 菌 性 前立 腺 炎2例,糖 尿病 と加 齢1例,椎 間板
ヘ ル ニアに よる神 経 因性 膀 胱1例,外 傷性 脊 髄 損 傷2
例,下 垂 体 性 性腺 機 能 不 全1例 で あ る.観 察 期 間 は期
間中 に イ ソポテ ソスの 治癒 した1例 を 加 え2～34ヵ 月
間,平 均期 間13.4ヵ月 で あ った,前 治 療 と して 糖 尿病
と腎 不 全例 に は エ リス ロポ エチ ンと末 梢 循環 改 善 剤,
非 細 菌性 慢 性 前 立腺 炎 例 には 抗 生 剤 末 梢循 環 改 善剤
お よび 漢方 薬,糖 尿病 と加齢 例 に は テ ス トス テ ロン製
剤 と末 梢 循環 改 善剤 な どの投 与,下 垂 体 性性 腺 機 能不




Tablel.対 象 と 結 果































プ ロス タグ ラ ン ジ ンEl
塩 酸 パ パ ベ リン+フ ェ ン トラ ミン












































塩 酸 パ パ ペ リ ン40mg+フ ェ ン トラ ミン1mg
も し くは




























1.使用済みの薬剤,注 射器,針 は捨 てないで受診時に持参するこ と.
2.薬剤,注 射器,針 な どの他人への譲渡 は禁止,
3.他人に打 った り,他人に注射 して もらわないこ と.
4.エイズや肝炎な どに感染 しないため,他 人の注射器や針 を使用 しな
い こと.
5.自己注射 をしていることはパー トナー以外には口外 しないこと.
これらの注意点が守られない場合や指示に従わない場合は,直ちに治療
を中止する,
皿.同意 した場合で も,随時 自己注射法 を撤回で きる.










































1982年Viragが塩 酸 ・Kパベ リンを血 管 作 動薬 と し
た陰 茎 海綿 体 内注 射 法 を臨 床 応用 し1),1985年Zorg-
niottiとLefleurが塩 酸 パ パ ベ リソ とフ ェ ン トラ ミ
ンを使用 して 陰茎 海 綿体 内 自己 注射 法 を 始め2),さ ら
に1986年石 井 が プ ロス タ グラ ンデ ィソE・ を 使 用 して
以来3),イ ンポ テ ンス の治 療法 として 陰茎 海 綿体 内 自
己注 射法 が注 目を あび て い る.現 在 まで,血 管 作動 薬
として塩 酸パ パ ベ リソ,塩 酸 パ パ ベ リン とフ ェ ソ トラ
ミン の 併 用,プ ロス タ グ ラ ンデ ィ ンElな ど が 主 と
して試 み られ,そ れぞ れ そ の有 効 性 が 報告 さ れ て い
る4-8).塩酸 パ パ ベ リン も プ ロス タ グラ ソデ ィ ンEl
もほぼ 同 等 の効 果 を示 す が9),塩酸パ パ ベ リ ンで 効果
の認 め な か った症 例 で も プ ロス タ グ ラ ソデ ィンElで
は 効果 を認 め る場 合 があ りlo-12),著者 ら も今 回3例 を
経 験 した.陰 海 茎 綿体 線 維化 や 持 続 勃起 症 な どの重 篤
な 副作 用 が少 な く生理 的 な物 質 で あ る な どの理 由か ら
40 泌尿紀要40巻1号1994年
プ ロス タ グラ ソデ ィソE1が 勧 め られ て い る が13一1fi),
陰茎 海 綿体 内 自己注 射 法 の場 合,薬 剤 の選 択 に は,効
果,副 作用 と と もに,操 作 の 容易 さ,満 足 度,薬 価 な
どを考 慮 しな けれ ば な らない(Table2).
Table2.血管 拡 張 剤 の比 較
効果 安全性 操作性 薬価
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